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(57)【要約】
　接続部材を表示パネルに容易に取り付けることが可能
な表示装置を提供する。この液晶表示装置（１）は、Ｔ
ＦＴ基板（１０）およびＣＦ基板（２０）を含む液晶表
示パネル（２）と、ＴＦＴ基板に電気的に接続されるＦ
ＰＣ（３０）と、ＣＦ基板に電気的に接続されるＦＰＣ
（４０）とを備える。ＴＦＴ基板には、アライメントマ
ーク（１３）が設けられており、ＦＰＣ（４０）には、
アライメントマーク（１３）に対応するアライメントマ
ーク（４１）が設けられている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板、および、前記第１基板に対向配置される第２基板を含む表示パネルと、
　前記表示パネルの第１基板に電気的に接続される第１接続部材と、
　前記表示パネルの第２基板に電気的に接続される第２接続部材とを備え、
　前記第１基板または前記第１接続部材には、第１位置決め部が設けられており、
　前記第２接続部材には、前記第１位置決め部に対応する第２位置決め部が設けられてい
ることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第２位置決め部は、前記第２接続部材の前記第２基板よりも外側の部分に設けられ
ていることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１基板の前記第２基板側の面には、薄膜素子層が設けられており、
　前記第２位置決め部は、前記第２接続部材の前記薄膜素子層よりも外側の部分に設けら
れていることを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第２基板は、タッチパネルとして機能することを特徴とする請求項１～３のいずれ
か１項に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第１位置決め部は、前記第１基板に設けられたアライメントマークを含み、
　前記第２位置決め部は、前記第２接続部材に設けられたアライメントマークを含むこと
を特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第２位置決め部は、前記第２接続部材の前記第２基板側の面に設けられていること
を特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１位置決め部は、前記第１基板の前記第２基板側の面に設けられていることを特
徴とする請求項５または６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１位置決め部は、前記第１基板の前記第２基板と前記第１接続部材との間の部分
に設けられていることを特徴とする請求項５～７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第１位置決め部は、前記第１接続部材に設けられた貫通孔を含み、
　前記第２位置決め部は、前記第２接続部材に設けられた貫通孔を含むことを特徴とする
請求項１～４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第１位置決め部は、前記第１接続部材の前記第１基板よりも外側の部分に設けられ
ていることを特徴とする請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記第１位置決め部および前記第２位置決め部は、平面的に見て、同じ位置に配置され
ていることを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記第１接続部材は、ＦＰＣまたはＦＦＣを含み、
　前記第２接続部材も、ＦＰＣまたはＦＦＣを含むことを特徴とする請求項１～１１のい
ずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第２基板および前記第２接続部材には、それぞれ、前記第２基板と前記第２接続部
材との接続を確認するための接続確認用マークが設けられており、
　前記第２基板の接続確認用マークと前記第２接続部材の接続確認用マークとは、互いに
対応する位置に配置されていることを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載の
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表示装置。
【請求項１４】
　前記第１位置決め部は、複数設けられており、
　前記第２位置決め部も、複数設けられていることを特徴とする請求項１～１３のいずれ
か１項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記第１位置決め部および前記第２位置決め部は、互いに同じ大きさで、かつ、同じ形
状に形成されていることを特徴とする請求項１～１４のいずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、表示装置に関し、特に、表示パネルと、表示パネルに電気的に接続される
接続部材とを備えた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）層（薄膜素子層）が形成
されたＴＦＴ基板と、ＴＦＴ基板に対向配置されるとともに、カラーフィルタ層が形成さ
れたＣＦ（カラーフィルタ）基板とを含む表示パネルを備えた表示装置が知られている。
【０００３】
　図１２は、従来の一例による表示装置の構造を示した断面図である。図１３は、図１２
に示した従来の一例による表示装置の製造方法を説明するための断面図である。
【０００４】
　従来の一例による表示装置５０１は、図１２に示すように、ＴＦＴ基板５１０と、ＴＦ
Ｔ基板５１０に対向配置されたＣＦ基板５２０と、ＴＦＴ基板５１０に電気的に接続され
たＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）５３０（接続部材）と
を備えている。
【０００５】
　ＴＦＴ基板５１０とＣＦ基板５２０との間には、図示しない液晶層が配置されている。
そして、ＴＦＴ基板５１０、ＣＦ基板５２０および液晶層（図示せず）によって、液晶表
示パネル５０２が構成されている。
【０００６】
　ＴＦＴ基板５１０の上面（ＣＦ基板５２０側の面）には、ＴＦＴ層５１１と、アライメ
ントマーク５１２とが形成されている。
【０００７】
　ＣＦ基板５２０の下面（ＴＦＴ基板５１０側の面）には、カラーフィルタ層５２１が形
成されている。このカラーフィルタ層５２１は、遮光層として機能するブラックマトリク
ス層５２１ａと、赤色、緑色または青色に着色された着色層５２１ｂとを含んでいる。
【０００８】
　ＦＰＣ５３０の下面（ＴＦＴ基板５１０側の面）には、アライメントマーク５３１が形
成されている。このアライメントマーク５３１は、平面的に見て、ＴＦＴ基板５１０のア
ライメントマーク５１２と同じ位置に配置されている。
【０００９】
　従来の一例による表示装置５０１では、ＴＦＴ基板５１０にＦＰＣ５３０を電気的に接
続する場合、図１３に示すように、透光性を有するステージ５５０上に、液晶表示パネル
５０２を配置する。
【００１０】
　そして、ＴＦＴ基板５１０のアライメントマーク５１２とＦＰＣ５３０のアライメント
マーク５３１とを、ステージ５５０の下側に配置されたカメラ５６０により認識し、ＦＰ
Ｃ５３０のアライメントマーク５３１がＴＦＴ基板５１０のアライメントマーク５１２の
真上に位置するように、ＦＰＣ５３０とＴＦＴ基板５１０との位置合わせを行う。
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【００１１】
　その後、ＡＣＦなどの接着層（図示せず）を介して、ＦＰＣ５３０をＴＦＴ基板５１０
に熱圧着する。これにより、ＦＰＣ５３０がＴＦＴ基板５１０に電気的に接続される。
【００１２】
　なお、ＦＰＣに設けられたアライメントマークとＴＦＴ基板に設けられたアライメント
マークとを用いてＦＰＣとＴＦＴ基板との位置合わせを行う方法は、例えば、特許文献１
に開示されている。
【００１３】
　また、従来、ＣＦ基板がタッチパネルとして機能するタッチパネル一体型の表示パネル
を備えた表示装置が知られている。このようなタッチパネル一体型の表示パネルでは、タ
ッチパネルとして機能するＣＦ基板に、ＦＰＣなどを電気的に接続する必要がある。ＣＦ
基板にＦＰＣを電気的に接続する場合、上述した従来の一例による表示装置５０１のＴＦ
Ｔ基板５１０とＦＰＣ５３０との位置合わせ方法を用いることが考えられる。
【００１４】
　図１４および図１５は、タッチパネルとして機能するＣＦ基板にＦＰＣを電気的に接続
する方法の一例を説明するための断面図である。
【００１５】
　タッチパネルとして機能するＣＦ基板６２０にＦＰＣ６４０（図１５参照）を電気的に
接続する場合、図１４に示すように、透光性を有するステージ５５０上に、液晶表示パネ
ル６０２を配置する。そして、上述したＴＦＴ基板５１０にＦＰＣ５３０を電気的に接続
する方法と同様にして、ＴＦＴ基板６１０にＦＰＣ６３０を電気的に接続する。
【００１６】
　なお、ＴＦＴ基板６１０およびＦＰＣ６３０は、例えば、図１２に示した従来の一例に
よる表示装置５０１のＴＦＴ基板５１０およびＦＰＣ５３０と同様に構成する。すなわち
、ＴＦＴ基板６１０の上面（ＣＦ基板６２０側の面）に、ＴＦＴ層６１１と、アライメン
トマーク６１２とを形成する。また、ＦＰＣ６３０の下面（ＴＦＴ基板６１０側の面）に
、アライメントマーク６３１を形成する。
【００１７】
　ＣＦ基板６２０の下面（ＴＦＴ基板６１０側の面）には、ブラックマトリクス層６２１
ａおよび着色層６２１ｂを含むカラーフィルタ層６２１を形成し、ＣＦ基板６２０の上面
（ＴＦＴ基板６１０とは反対側の面）には、アライメントマーク６２２を形成する。
【００１８】
　また、図１５に示すように、ＣＦ基板６２０に電気的に接続されるＦＰＣ６４０の下面
（ＣＦ基板６２０側の面）には、アライメントマーク６４１を形成する。
【００１９】
　そして、ＣＦ基板６２０のアライメントマーク６２２とＦＰＣ６４０のアライメントマ
ーク６４１とをカメラ５６０により認識し、ＦＰＣ６４０のアライメントマーク６４１が
ＣＦ基板６２０のアライメントマーク６２２の真上に位置するように、ＦＰＣ６４０とＣ
Ｆ基板６２０との位置合わせを行う。
【００２０】
　その後、ＡＣＦなどの接着層（図示せず）を介して、ＦＰＣ６４０をＣＦ基板６２０に
熱圧着する。このようにして、ＦＰＣ６４０をＣＦ基板６２０に電気的に接続する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２１】
【特許文献１】特開２０００－１１４６７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　しかしながら、図１４および図１５に示した液晶表示パネル６０２では、ＣＦ基板６２
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０のアライメントマーク６２２の真下の位置には、ブラックマトリクス層６２１ａやＴＦ
Ｔ層６１１が配置されている。このため、ＦＰＣ６４０とＣＦ基板６２０との位置合わせ
を行う際に、ＣＦ基板６２０のアライメントマーク６２２やＦＰＣ６４０のアライメント
マーク６４１を、カメラ５６０により認識するのが困難である。その結果、ＦＰＣ６４０
とＣＦ基板６２０との位置合わせを行うのが困難であるので、ＦＰＣ６４０をＣＦ基板６
２０に取り付けるのが困難であるという問題点がある。
【００２３】
　なお、ブラックマトリクス層６２１ａおよびＴＦＴ層６１１を、アライメントマーク６
２２の真下の位置を避けるように設計する方法も考えられるが、設計上の制約が大きくな
る。具体的には、例えば、ブラックマトリクス層６２１ａをＣＦ基板６２０の内側（ＣＦ
基板６２０の端面から遠ざかる方向）に移動させた場合、光抜けが生じる等の不都合があ
る。また、ＴＦＴ層６１１を形成する領域は決まっており、その領域内でアライメントマ
ーク６２２の真下の位置を避けるようにＴＦＴ層６１１を形成しようとすると、ＴＦＴ層
６１１の配線幅やスペースを細く（狭く）する必要がある。このため、ＴＦＴ層の配線を
形成できなくなる場合がある。
【００２４】
　また、カメラを液晶表示パネル６０２の上側に配置する方法も考えられるが、別途カメ
ラを取り付ける等の装置の改造が必要となる。また、この場合、ＦＰＣ６４０の上面にア
ライメントマークを設ける必要がある。さらに、ＦＰＣ６４０を製造する際に、ＦＰＣ６
４０の上面のアライメントマークとＦＰＣ６４０の下面の電極や配線（図示せず）との間
で位置ずれが生じやすいので、ＦＰＣ６４０とＣＦ基板６２０との位置合わせを行うのが
困難である。
【００２５】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の目的
は、接続部材を表示パネルに容易に取り付けることが可能な表示装置を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
　上記目的を達成するために、この発明の一の局面による表示装置は、第１基板、および
、第１基板に対向配置される第２基板を含む表示パネルと、表示パネルの第１基板に電気
的に接続される第１接続部材と、表示パネルの第２基板に電気的に接続される第２接続部
材とを備え、第１基板または第１接続部材には、第１位置決め部が設けられており、第２
接続部材には、第１位置決め部に対応する第２位置決め部が設けられている。
【００２７】
　この一の局面による表示装置では、上記のように、第１基板または第１接続部材に、第
１位置決め部を設け、第２接続部材に、第１位置決め部に対応する第２位置決め部を設け
る。これにより、第２接続部材を第２基板（表示パネル）に取り付ける際に、第１位置決
め部と第２位置決め部とを位置合わせすることにより、第１基板または第１接続部材と第
２接続部材とを位置合わせすることができる。すなわち、第２基板と第２接続部材とを間
接的に位置合わせすることができる。その結果、第２接続部材を第２基板（表示パネル）
に容易に取り付けることができる。
【００２８】
　また、一の局面による表示装置では、上記のように、第１基板または第１接続部材に第
１位置決め部を設けることによって、第２基板に第１位置決め部を設ける場合と異なり、
第１位置決め部を、ブラックマトリクス層や薄膜素子層が設けられていない領域に配置す
ることができる。これにより、例えばカメラを用いて第２接続部材と表示パネルとを位置
合わせする場合に、第１位置決め部および第２位置決め部をカメラにより認識することが
できるので、第１基板または第１接続部材と第２接続部材とを、容易に位置合わせするこ
とができる。その結果、第２接続部材を表示パネルに、より容易に取り付けることができ
る。また、例えば位置決めピンを用いて第１基板または第１接続部材と第２接続部材とを
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位置合わせする場合に、位置決めピンが挿入される貫通孔を、ブラックマトリクス層や薄
膜素子層が設けられていない領域に配置することができる。これにより、第１基板または
第１接続部材と第２接続部材とに、貫通孔を容易に形成することができる。
【００２９】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第２位置決め部は、第２接続部材
の第２基板よりも外側の部分に設けられている。このように構成すれば、第２位置決め部
の真下の位置にブラックマトリクス層が配置されることがない。これにより、例えばカメ
ラを用いて第２接続部材と表示パネルとを位置合わせする場合に、第２位置決め部をカメ
ラにより、容易に認識することができる。また、例えば位置決めピンを用いて第１基板ま
たは第１接続部材と第２接続部材とを位置合わせする場合に、位置決めピンが挿入される
貫通孔を、ブラックマトリクス層が設けられていない領域に、容易に形成することができ
る。
【００３０】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第１基板の第２基板側の面には、
薄膜素子層が設けられており、第２位置決め部は、第２接続部材の薄膜素子層よりも外側
の部分に設けられている。このように構成すれば、第２位置決め部の真下の位置に薄膜素
子層が配置されることがない。これにより、例えばカメラを用いて第２接続部材と表示パ
ネルとを位置合わせする場合に、第２位置決め部をカメラにより、容易に認識することが
できる。また、例えば位置決めピンを用いて第１基板または第１接続部材と第２接続部材
とを位置合わせする場合に、位置決めピンが挿入される貫通孔を、薄膜素子層が設けられ
ていない領域に、容易に形成することができる。
【００３１】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第２基板は、タッチパネルとして
機能する。このように、第２基板がタッチパネルとして機能する場合、第２基板に接続部
材（第２接続部材）を電気的に接続する必要があるので、表示装置を上記のように構成す
ることは、特に有効である。
【００３２】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第１位置決め部は、第１基板に設
けられたアライメントマークを含み、第２位置決め部は、第２接続部材に設けられたアラ
イメントマークを含む。このように構成すれば、第１位置決め部および第２位置決め部を
カメラにより認識することにより、第１基板（表示パネル）と第２接続部材とを容易に位
置合わせすることができる。
【００３３】
　上記第１位置決め部および第２位置決め部がアライメントマークを含む表示装置におい
て、好ましくは、第２位置決め部は、第２接続部材の第２基板側の面に設けられている。
このように構成すれば、表示パネルの下側に配置したカメラにより、第２位置決め部を容
易に認識することができる。
【００３４】
　上記第１位置決め部および第２位置決め部がアライメントマークを含む表示装置におい
て、好ましくは、第１位置決め部は、第１基板の第２基板側の面に設けられている。この
ように構成すれば、第１基板に薄膜素子層を形成する際に、同時に、第１位置決め部を形
成することができる。また、第１位置決め部を、第１基板の第２基板とは反対側の面に設
ける場合に比べて、第１位置決め部と第２位置決め部との間の距離を小さくすることがで
きる。これにより、第１位置決め部および第２位置決め部をカメラにより認識する際に、
第１位置決め部および第２位置決め部のいずれか一方にピント（焦点）が合わなくなるの
を抑制することができる。その結果、第１位置決め部（第１基板）と第２位置決め部（第
２接続部材）との位置合わせの精度が低下するのを抑制することができる。
【００３５】
　上記第１位置決め部および第２位置決め部がアライメントマークを含む表示装置におい
て、好ましくは、第１位置決め部は、第１基板の第２基板と第１接続部材との間の部分に



(7) JP WO2011/104934 A1 2011.9.1

10

20

30

40

50

設けられている。このように構成すれば、第１位置決め部と第２位置決め部との間に第１
接続部材および第２基板が配置されることがないので、第２位置決め部がカメラにより認
識できなくなるのを容易に抑制することができる。
【００３６】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第１位置決め部は、第１接続部材
に設けられた貫通孔を含み、第２位置決め部は、第２接続部材に設けられた貫通孔を含む
。このように構成すれば、例えば、第１位置決め部に位置決めピンなどを挿入した後、第
２位置決め部を位置決めピンに挿入させることにより、第１接続部材と第２接続部材とを
容易に位置合わせすることができる。これにより、表示パネルと第２接続部材とを容易に
間接的に位置合わせすることができる。
【００３７】
　上記第１位置決め部および第２位置決め部が貫通孔を含む表示装置において、好ましく
は、第１位置決め部は、第１接続部材の第１基板よりも外側の部分に設けられている。こ
のように構成すれば、貫通孔を、平面的に見て、ブラックマトリクス層や薄膜素子層が設
けられていない領域に形成することができる。また、第１位置決め部を、第１接続部材の
第１基板よりも外側の部分に設けることによって、第１基板に貫通孔を設けることなく、
第１位置決め部に位置決めピンを挿入することができる。これにより、第１接続部材と第
２接続部材とをより容易に位置合わせすることができる。
【００３８】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第１位置決め部および第２位置決
め部は、平面的に見て、同じ位置に配置されている。このように構成すれば、第１位置決
め部と第２位置決め部とを、容易に位置合わせすることができる。
【００３９】
　上記一の局面による表示装置において、第１接続部材がＦＰＣまたはＦＦＣを含み、第
２接続部材もＦＰＣまたはＦＦＣを含むように構成してもよい。
【００４０】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第２基板および第２接続部材には
、それぞれ、第２基板と第２接続部材との接続を確認するための接続確認用マークが設け
られており、第２基板の接続確認用マークと第２接続部材の接続確認用マークとは、互い
に対応する位置に配置されている。このように構成すれば、第２接続部材を第２基板に取
り付けた後、第２接続部材が第２基板の所望の位置に取り付けられているか否かを確認す
ることができる。
【００４１】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第１位置決め部は、複数設けられ
ており、第２位置決め部も、複数設けられている。このように構成すれば、第１基板また
は第１接続部材と第２接続部材との間で平面方向に回転ずれが生じるのを抑制することが
できるので、第２基板（表示パネル）と第２接続部材との間で平面方向に回転ずれが生じ
るのを抑制することができる。
【００４２】
　上記一の局面による表示装置において、好ましくは、第１位置決め部および第２位置決
め部は、互いに同じ大きさで、かつ、同じ形状に形成されている。このように構成すれば
、第１位置決め部と第２位置決め部とを、より容易に位置合わせすることができる。
【発明の効果】
【００４３】
　以上のように、本発明によれば、接続部材を表示パネルに容易に取り付けることが可能
な表示装置を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の第１実施形態による液晶表示装置の構造を示した断面図である。
【図２】図１に示した本発明の第１実施形態による液晶表示装置の構造を示した平面図で
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ある。
【図３】図１に示した本発明の第１実施形態による液晶表示装置の製造方法を説明するた
めの断面図である。
【図４】図１に示した本発明の第１実施形態による液晶表示装置の製造方法を説明するた
めの断面図である。
【図５】本発明の第２実施形態による液晶表示装置の構造を示した断面図である。
【図６】図５に示した本発明の第２実施形態による液晶表示装置の構造を示した平面図で
ある。
【図７】図５に示した本発明の第２実施形態による液晶表示装置の製造方法を説明するた
めの断面図である。
【図８】図５に示した本発明の第２実施形態による液晶表示装置の製造方法を説明するた
めの断面図である。
【図９】図５に示した本発明の第２実施形態による液晶表示装置の製造方法を説明するた
めの断面図である。
【図１０】本発明の第１変形例による液晶表示装置のＴＦＴ基板およびＦＰＣのアライメ
ントマークの構造を示した平面図である。
【図１１】本発明の第２変形例による液晶表示装置のＴＦＴ基板およびＦＰＣのアライメ
ントマークの構造を示した平面図である。
【図１２】従来の一例による表示装置の構造を示した断面図である。
【図１３】図１２に示した従来の一例による表示装置の製造方法を説明するための断面図
である。
【図１４】タッチパネルとして機能するＣＦ基板にＦＰＣを電気的に接続する方法の一例
を説明するための断面図である。
【図１５】タッチパネルとして機能するＣＦ基板にＦＰＣを電気的に接続する方法の一例
を説明するための断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４５】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。なお、理解を容易にするた
めに、断面図であってもハッチングを施さない場合や、平面図であってもハッチングを施
す場合もある。
【００４６】
（第１実施形態）
　まず、図１および図２を参照して、本発明の第１実施形態による液晶表示装置１の構造
について説明する。
【００４７】
　本発明の第１実施形態による液晶表示装置１は、図１に示すように、ＴＦＴ基板１０と
、ＴＦＴ基板１０に対向配置されたＣＦ基板２０と、ＴＦＴ基板１０に電気的に接続され
たＦＰＣ３０と、ＣＦ基板２０に電気的に接続されたＦＰＣ４０とを備えている。なお、
液晶表示装置１は、本発明の「表示装置」の一例である。また、ＴＦＴ基板１０は、本発
明の「第１基板」の一例であり、ＣＦ基板２０は、本発明の「第２基板」の一例である。
また、ＦＰＣ３０は、本発明の「第１接続部材」の一例であり、ＦＰＣ４０は、本発明の
「第２接続部材」の一例である。
【００４８】
　ＴＦＴ基板１０とＣＦ基板２０との間には、図示しない液晶層が配置されている。そし
て、ＴＦＴ基板１０、ＣＦ基板２０および液晶層（図示せず）によって、液晶表示パネル
２が構成されている。この液晶表示パネル２は、図示しないバックライト装置に照明され
ることにより、表示パネルとして機能する。なお、液晶表示パネル２は、本発明の「表示
パネル」の一例である。
【００４９】
　ＴＦＴ基板１０は、透光性を有するとともに、ガラス基板などの絶縁性基板により形成
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されている。
【００５０】
　ここで、第１実施形態では、ＴＦＴ基板１０の上面（ＣＦ基板２０側の面）１０ａには
、ＴＦＴ層１１と、アライメントマーク１２および１３とが形成されている。なお、ＴＦ
Ｔ層１１は、本発明の「薄膜素子層」の一例であり、アライメントマーク１３は、本発明
の「第１位置決め部」の一例である。
【００５１】
　ＴＦＴ層１１は、ＴＦＴ基板１０の上面１０ａに形成された図示しない複数の配線を介
して、ＦＰＣ３０に電気的に接続されている。また、ＴＦＴ層１１は、液晶表示パネル２
の表示領域（図示せず）よりも少しだけ大きい面積を有するように形成されている。なお
、例えば図１では、ＴＦＴ層１１は、ＣＦ基板２０が配置される領域の外側まで形成され
ているが、ＴＦＴ層１１を、ＣＦ基板２０が配置される領域の内側の部分（領域）のみに
形成してもよい。
【００５２】
　アライメントマーク１２は、ＴＦＴ基板１０のＣＦ基板２０が配置される部分（領域）
から所定の距離を隔てた部分に形成されている。
【００５３】
　また、第１実施形態では、アライメントマーク１３は、ＴＦＴ基板１０のＣＦ基板２０
が配置される部分と、ＴＦＴ基板１０のＦＰＣ３０が配置される部分との間の部分に形成
されている。すなわち、アライメントマーク１３は、図１および図２に示すように、平面
的に見て、ＴＦＴ基板１０のＣＦ基板２０とＦＰＣ３０との間の部分に設けられている。
なお、図２では、理解を容易にするために、ＴＦＴ層１１を省略している。
【００５４】
　また、図１に示すように、アライメントマーク１３は、平面的に見て、ＴＦＴ層１１お
よび後述するブラックマトリクス層２１ａよりも外側の部分に設けられている。
【００５５】
　また、図２に示すように、アライメントマーク１２および１３は、２つずつ設けられて
いる。また、アライメントマーク１２および１３は、例えば正方形状などの矩形状に形成
されている。なお、アライメントマーク１２および１３は、十字形状やその他の形状に形
成されていてもよい。
【００５６】
　また、アライメントマーク１２および１３は、ＴＦＴ層１１（図１参照）と同時に、Ｔ
ＦＴ基板１０の上面１０ａに形成されている。なお、アライメントマーク１２および１３
は、ＴＦＴ層１１と同時に形成されなくてもよい。
【００５７】
　ＣＦ基板２０は、透光性を有するとともに、ガラス基板などの絶縁性基板により形成さ
れている。
【００５８】
　また、第１実施形態では、ＣＦ基板２０の上面（ＴＦＴ基板１０とは反対側の面）２０
ａには、図示しない配線、電極または受光素子などが形成されており、ＣＦ基板２０は、
タッチパネルとして機能する。すなわち、液晶表示パネル２は、タッチパネル一体型の表
示パネルである。なお、ＣＦ基板２０（タッチパネル）の位置検出方式としては、赤外線
方式、静電容量結合方式、抵抗膜方式、電磁誘導結合方式または超音波方式などを採用す
ることが可能である。
【００５９】
　また、図１に示すように、ＣＦ基板２０の下面（ＴＦＴ基板１０側の面）２０ｂには、
カラーフィルタ層２１が形成されており、上面２０ａには、ＣＦ基板２０とＦＰＣ４０と
が正常に接続されているか否かを確認するための接続確認用マーク２２が形成されている
。
【００６０】
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　カラーフィルタ層２１は、遮光層として機能するブラックマトリクス層２１ａと、赤色
、緑色または青色に着色された着色層２１ｂとを含んでいる。
【００６１】
接続確認用マーク２２は、図２に示すように、２つ設けられている。また、接続確認用マ
ーク２２は、例えば正方形状などの矩形状に形成されている。なお、接続確認用マーク２
２は、十字形状やその他の形状に形成されていてもよい。
【００６２】
　図１に示すように、ＦＰＣ３０の下面（ＴＦＴ基板１０側の面）３０ａには、アライメ
ントマーク３１が形成されている。このアライメントマーク３１は、図２に示すように、
２つ設けられているとともに、平面的に見て、ＴＦＴ基板１０のアライメントマーク１２
と同じ位置に配置されている。また、アライメントマーク３１は、ＴＦＴ基板１０のアラ
イメントマーク１２と、例えば同じ大きさで、かつ、同じ形状に形成されている。
【００６３】
　図１に示すように、ＦＰＣ４０の下面（ＣＦ基板２０側の面）４０ａには、アライメン
トマーク４１および接続確認用マーク４２が形成されている。なお、アライメントマーク
４１は、本発明の「第２位置決め部」の一例である。
【００６４】
　アライメントマーク４１は、図２に示すように、２つ設けられているとともに、平面的
に見て、ＴＦＴ基板１０のアライメントマーク１３と同じ位置に配置されている。すなわ
ち、図１および図２に示すように、アライメントマーク４１は、平面的に見て、ＴＦＴ基
板１０のＣＦ基板２０よりも外側の部分に設けられているとともに、ＴＦＴ基板１０のＣ
Ｆ基板２０とＦＰＣ３０との間の部分に設けられている。また、アライメントマーク４１
は、平面的に見て、ＴＦＴ層１１およびブラックマトリクス層２１ａよりも外側の部分に
設けられている。
【００６５】
　また、アライメントマーク４１は、例えば、ＴＦＴ基板１０のアライメントマーク１３
と同じ大きさで、かつ、同じ形状に形成されている。
【００６６】
　接続確認用マーク４２は、図２に示すように、２つ設けられているとともに、平面的に
見て、ＣＦ基板２０の接続確認用マーク２２と同じ位置に配置されている。また、接続確
認用マーク４２は、ＣＦ基板２０の接続確認用マーク２２と、例えば同じ大きさで、かつ
、同じ形状に形成されている。
【００６７】
　次に、図３および図４を参照して、本発明の第１実施形態による液晶表示装置１の製造
方法について説明する。
【００６８】
　まず、図３に示すように、透光性を有するステージ５０上に、液晶表示パネル２（ＴＦ
Ｔ基板１０およびＣＦ基板２０）を配置する。このとき、ＴＦＴ基板１０のアライメント
マーク１２がカメラ６０の真上に位置するように、液晶表示パネル２を配置する。なお、
ＣＦ基板２０は、予めＴＦＴ基板１０上の所望の位置に精度良く固定されている。
【００６９】
　そして、ＴＦＴ基板１０のアライメントマーク１２とＦＰＣ３０のアライメントマーク
３１とを、ステージ５０の下側に配置されたカメラ６０により認識し、ＦＰＣ３０のアラ
イメントマーク３１がＴＦＴ基板１０のアライメントマーク１２の真上に位置するように
、ＦＰＣ３０とＴＦＴ基板１０との位置合わせを行う。このとき、カメラ６０の焦点位置
は、アライメントマーク１２とアライメントマーク３１との中間の高さ位置に合わせてお
く。これにより、カメラ６０により、アライメントマーク１２とアライメントマーク３１
とを同時に認識させることが可能である。
【００７０】
　なお、カメラ６０によりアライメントマーク１２および３１を認識する場合、ステージ
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５０の下側から光を照射することが好ましいが、ＦＰＣ３０の上側から光を照射する、い
わゆる落射照明としてもよい。
【００７１】
　その後、ＡＣＦなどの接着層（図示せず）を介して、ＦＰＣ３０をＴＦＴ基板１０に熱
圧着する。これにより、ＦＰＣ３０がＴＦＴ基板１０に電気的に接続される。
【００７２】
　このようにして、ＦＰＣ３０は、ＴＦＴ基板１０の所望の位置に精度良く取り付けられ
る。
【００７３】
　次に、図４に示すように、ＴＦＴ基板１０のアライメントマーク１３がカメラ６０の真
上に位置するように、カメラ６０を移動させる。なお、ＴＦＴ基板１０のアライメントマ
ーク１３がカメラ６０の真上に位置するように、液晶表示パネル２およびＦＰＣ３０を移
動させてもよい。
【００７４】
　そして、ＴＦＴ基板１０のアライメントマーク１３とＦＰＣ４０のアライメントマーク
４１とを、カメラ６０により認識し、ＦＰＣ４０のアライメントマーク４１がＴＦＴ基板
１０のアライメントマーク１３の真上に位置するように、ＦＰＣ４０とＴＦＴ基板１０と
の位置合わせを行う。なお、カメラ６０の焦点位置は、アライメントマーク１３とアライ
メントマーク４１との中間の高さ位置に合わせておく。これにより、カメラ６０により、
アライメントマーク１３とアライメントマーク４１とを同時に認識させることが可能であ
る。
【００７５】
　その後、ＡＣＦなどの接着層（図示せず）を介して、ＦＰＣ４０をＣＦ基板２０に熱圧
着する。これにより、ＦＰＣ４０がＣＦ基板２０に電気的に接続される。
【００７６】
　このようにして、ＦＰＣ４０は、ＣＦ基板２０（液晶表示パネル２）の所望の位置に精
度良く取り付けられる。
【００７７】
　ＦＰＣ４０がＣＦ基板２０（液晶表示パネル２）に精度良く取り付けられた状態では、
ＴＦＴ基板１０のアライメントマーク１３とＦＰＣ４０のアライメントマーク４１とが、
平面的に見て同じ位置に配置される。このため、ＴＦＴ基板１０のアライメントマーク１
３とＦＰＣ４０のアライメントマーク４１との位置を確認することにより、ＦＰＣ４０が
ＣＦ基板２０（液晶表示パネル２）の所望の位置に精度良く取り付けられているか否かを
確認することが可能である。
【００７８】
　なお、例えば、ＴＦＴ層１１の配線の隙間などからＣＦ基板２０の接続確認用マーク２
２とＦＰＣ４０の接続確認用マーク４２とが部分的に確認できる（見える）場合がある。
また、ＣＦ基板２０の接続確認用マーク２２とＦＰＣ４０の接続確認用マーク４２とは、
平面的に見て同じ位置に配置される。このため、ＣＦ基板２０の接続確認用マーク２２と
ＦＰＣ４０の接続確認用マーク４２とが確認できる（見える）場合、ＣＦ基板２０の接続
確認用マーク２２とＦＰＣ４０の接続確認用マーク４２との位置を確認することによって
も、ＦＰＣ４０がＣＦ基板２０（液晶表示パネル２）の所望の位置に精度良く取り付けら
れているか否かを確認することが可能である。
【００７９】
　第１実施形態では、上記のように、ＴＦＴ基板１０にアライメントマーク１３を設け、
ＦＰＣ４０にアライメントマーク４１を設け、アライメントマーク１３とアライメントマ
ーク４１とを、平面的に見て、同じ位置に配置する。これにより、ＦＰＣ４０をＣＦ基板
２０（液晶表示パネル２）に取り付ける際に、アライメントマーク１３とアライメントマ
ーク４１とを位置合わせすることにより、ＴＦＴ基板１０とＦＰＣ４０とを位置合わせす
ることができる。すなわち、ＣＦ基板２０とＦＰＣ４０とを間接的に位置合わせすること
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ができる。その結果、ＦＰＣ４０をＣＦ基板２０（液晶表示パネル２）に容易に取り付け
ることができる。
【００８０】
　また、第１実施形態では、上記のように、ＴＦＴ基板１０にアライメントマーク１３を
設けることによって、ＣＦ基板２０にアライメントマークを設ける場合と異なり、アライ
メントマーク１３を、ブラックマトリクス層２１ａやＴＦＴ層１１が設けられていない領
域に配置することができる。これにより、アライメントマーク１３およびアライメントマ
ーク４１をカメラ６０により認識することができるので、ＴＦＴ基板１０とＦＰＣ４０と
を、容易に位置合わせすることができる。その結果、ＦＰＣ４０をＣＦ基板２０（液晶表
示パネル２）に、より容易に取り付けることができる。
【００８１】
　また、第１実施形態では、上記のように、アライメントマーク４１を、平面的に見て、
ＦＰＣ４０のＣＦ基板２０よりも外側の部分に設けることによって、アライメントマーク
４１の真下の位置にブラックマトリクス層２１ａが配置されることがない。これにより、
アライメントマーク４１をカメラ６０により、容易に認識することができる。
【００８２】
　また、第１実施形態では、上記のように、アライメントマーク４１を、平面的に見て、
ＦＰＣ４０のＴＦＴ層１１よりも外側の部分に設けることによって、アライメントマーク
４１の真下の位置にＴＦＴ層１１が配置されることがない。これにより、アライメントマ
ーク４１をカメラ６０により、容易に認識することができる。
【００８３】
　また、第１実施形態では、上記のように、ＣＦ基板２０は、タッチパネルとして機能す
る。このように、ＣＦ基板２０がタッチパネルとして機能する場合、ＣＦ基板２０に接続
部材（ＦＰＣ４０）を電気的に接続する必要があるので、液晶表示装置１を上記のように
構成することは、特に有効である。
【００８４】
　また、第１実施形態では、上記のように、アライメントマーク４１を、ＦＰＣ４０の下
面（ＣＦ基板２０側の面）４０ａに設けることによって、液晶表示パネル２の下側に配置
したカメラ６０により、アライメントマーク４１を容易に認識することができる。
【００８５】
　また、第１実施形態では、上記のように、アライメントマーク１３を、ＴＦＴ基板１０
の上面（ＣＦ基板２０側の面）１０ａに設けることによって、ＴＦＴ基板１０にＴＦＴ層
１１を形成する際に、同時に、アライメントマーク１３を形成することができる。また、
アライメントマーク１３を、ＴＦＴ基板１０の下面（ＣＦ基板２０とは反対側の面）に設
ける場合に比べて、アライメントマーク１３とアライメントマーク４１との間の距離を小
さくすることができる。これにより、アライメントマーク１３および４１をカメラ６０に
より認識する際に、アライメントマーク１３および４１のいずれか一方にピント（焦点）
が合わなくなるのを抑制することができる。その結果、アライメントマーク１３（ＴＦＴ
基板１０）とアライメントマーク４１（ＦＰＣ４０）との位置合わせの精度が低下するの
を抑制することができる。
【００８６】
　また、第１実施形態では、上記のように、アライメントマーク１３および４１を、平面
的に見て、ＣＦ基板２０とＦＰＣ３０との間の部分に設けることによって、アライメント
マーク１３とアライメントマーク４１との間にＦＰＣ３０およびＣＦ基板２０が配置され
ることがないので、アライメントマーク４１がカメラ６０により認識できなくなるのを容
易に抑制することができる。
【００８７】
　また、第１実施形態では、上記のように、アライメントマーク１３を２つ設け、アライ
メントマーク４１も２つ設けることによって、ＴＦＴ基板１０（液晶表示パネル２）とＦ
ＰＣ４０との間で平面方向に回転ずれが生じるのを抑制することができる。
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【００８８】
　また、第１実施形態では、上記のように、アライメントマーク１３とアライメントマー
ク４１とを、互いに同じ大きさで、かつ、同じ形状に形成することによって、アライメン
トマーク１３とアライメントマーク４１とを、より容易に位置合わせすることができる。
【００８９】
（第２実施形態）
　この第２実施形態では、図５～図９を参照して、上記第１実施形態とは異なり、ＴＦＴ
基板１１０に電気的に接続されるＦＰＣ１３０とＣＦ基板２０に電気的に接続されるＦＰ
Ｃ１４０とを位置合わせすることにより、ＦＰＣ１４０とＣＦ基板２０（液晶表示パネル
１０２）とを位置合わせする場合について説明する。
【００９０】
　まず、図５および図６を参照して、本発明の第２実施形態による液晶表示装置１０１の
構造について説明する。
【００９１】
　本発明の第２実施形態による液晶表示装置１０１は、図５に示すように、ＴＦＴ基板１
１０と、ＴＦＴ基板１１０に対向配置されたＣＦ基板２０と、ＴＦＴ基板１１０に電気的
に接続されたＦＰＣ１３０と、ＣＦ基板２０に電気的に接続されたＦＰＣ１４０とを備え
ている。なお、液晶表示装置１０１は、本発明の「表示装置」の一例であり、ＴＦＴ基板
１１０は、本発明の「第１基板」の一例である。また、ＦＰＣ１３０は、本発明の「第１
接続部材」の一例であり、ＦＰＣ１４０は、本発明の「第２接続部材」の一例である。
【００９２】
　ＴＦＴ基板１１０とＣＦ基板２０との間には、図示しない液晶層が配置されている。そ
して、ＴＦＴ基板１１０、ＣＦ基板２０および液晶層（図示せず）によって、タッチパネ
ル一体型の液晶表示パネル１０２が構成されている。なお、液晶表示パネル１０２は、本
発明の「表示パネル」の一例である。
【００９３】
　ＴＦＴ基板１１０は、透光性を有するとともに、ガラス基板などの絶縁性基板により形
成されている。
【００９４】
　ここで、第２実施形態では、ＴＦＴ基板１１０の上面（ＣＦ基板２０側の面）１１０ａ
には、ＴＦＴ層１１およびアライメントマーク１２が形成されている一方、上記第１実施
形態のアライメントマーク１３は形成されていない。
【００９５】
　また、ＦＰＣ１３０の下面（ＴＦＴ基板１１０側の面）１３０ａには、アライメントマ
ーク３１が形成されている。
【００９６】
　また、第２実施形態では、ＦＰＣ１３０には、貫通孔１３１が形成されている。この貫
通孔１３１は、図６に示すように、２つ設けられている。また、貫通孔１３１は、例えば
円形状に形成されている。なお、貫通孔１３１は、本発明の「第１位置決め部」の一例で
ある。また、図６では、理解を容易にするために、ＴＦＴ層１１を省略している。
【００９７】
　また、貫通孔１３１は、平面的に見て、ＦＰＣ１３０のＴＦＴ基板１１０よりも外側の
部分に設けられている。
【００９８】
　また、第２実施形態では、図５に示すように、ＦＰＣ１４０の下面（ＣＦ基板２０側の
面）１４０ａには、接続確認用マーク４２が形成されている一方、上記第１実施形態のア
ライメントマーク４１は形成されていない。
【００９９】
　また、第２実施形態では、ＦＰＣ１４０には、貫通孔１４１が形成されている。この貫
通孔１４１は、図６に示すように、２つ設けられているとともに、平面的に見て、ＦＰＣ
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１３０の貫通孔１３１と同じ位置に配置されている。すなわち、貫通孔１４１は、平面的
に見て、ＦＰＣ１４０のＴＦＴ基板１１０よりも外側の部分に設けられている。なお、貫
通孔１４１は、本発明の「第２位置決め部」の一例である。
【０１００】
　また、貫通孔１４１は、例えば、ＦＰＣ１３０の貫通孔１３１と同じ大きさで、かつ、
同じ形状に形成されている。
【０１０１】
　なお、第２実施形態のその他の構造は、上記第１実施形態と同様である。
【０１０２】
　次に、図７～図９を参照して、本発明の第２実施形態による液晶表示装置１０１の製造
方法について説明する。
【０１０３】
　まず、図７に示すように、透光性を有するステージ５０上に、液晶表示パネル１０２（
ＴＦＴ基板１１０およびＣＦ基板２０）を配置する。
【０１０４】
　そして、ＴＦＴ基板１１０のアライメントマーク１２とＦＰＣ１３０のアライメントマ
ーク３１とを、ステージ５０の下側に配置されたカメラ６０により認識し、ＦＰＣ１３０
のアライメントマーク３１がＴＦＴ基板１１０のアライメントマーク１２の真上に位置す
るように、ＦＰＣ１３０とＴＦＴ基板１１０との位置合わせを行う。
【０１０５】
　その後、ＡＣＦなどの接着層（図示せず）を介して、ＦＰＣ１３０をＴＦＴ基板１１０
に熱圧着する。これにより、ＦＰＣ１３０がＴＦＴ基板１１０に電気的に接続される。
【０１０６】
　このようにして、ＦＰＣ１３０は、ＴＦＴ基板１１０の所望の位置に精度良く取り付け
られる。
【０１０７】
　次に、図８に示すように、ＦＰＣ１３０の貫通孔１３１に位置決めピン１５０を挿入す
る。このとき、位置決めピン１５０をステージ５０に固定してもよい。
【０１０８】
　その後、図９に示すように、ＦＰＣ１４０の貫通孔１４１に位置決めピン１５０を挿入
させる。そして、ＡＣＦなどの接着層（図示せず）を介して、ＦＰＣ１４０をＣＦ基板２
０に熱圧着する。これにより、ＦＰＣ１４０がＣＦ基板２０に電気的に接続される。
【０１０９】
　このようにして、ＦＰＣ１４０は、ＣＦ基板２０（液晶表示パネル１０２）の所望の位
置に精度良く取り付けられる。
【０１１０】
　なお、第２実施形態のその他の製造方法は、上記第１実施形態と同様である。
【０１１１】
　第２実施形態では、上記のように、貫通孔１３１を、平面的に見て、ＦＰＣ１３０のＴ
ＦＴ基板１１０よりも外側の部分に設け、貫通孔１４１を、平面的に見て、ＦＰＣ１４０
のＴＦＴ基板１１０よりも外側の部分に設ける。これにより、貫通孔１３１および１４１
を、平面的に見て、ブラックマトリクス層２１ａやＴＦＴ層１１が設けられていない領域
に形成することができる。また、貫通孔１３１および１４１を、平面的に見て、ＴＦＴ基
板１１０よりも外側の部分に設けることによって、ＴＦＴ基板１１０に貫通孔を設けるこ
となく、貫通孔１３１に位置決めピン１５０を挿入することができる。これにより、ＦＰ
Ｃ１３０とＦＰＣ１４０とをより容易に位置合わせすることができる。
【０１１２】
　第２実施形態のその他の効果は、上記第１実施形態と同様である。
【０１１３】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
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考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく請求の範囲に
よって示され、さらに請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれる
。
【０１１４】
　例えば、上記実施形態では、表示パネルおよび表示装置を、それぞれ、液晶表示パネル
および液晶表示装置に適用した例について示したが、本発明はこれに限らず、液晶表示パ
ネルおよび液晶表示装置以外の表示パネルおよび表示装置に適用してもよい。
【０１１５】
　また、上記実施形態では、ＴＦＴ基板およびＣＦ基板に電気的に接続される接続部材と
してＦＰＣを用いた例について示したが、本発明はこれに限らず、例えばＦＦＣ（Ｆｌｅ
ｘｉｂｌｅ　Ｆｌａｔ　Ｃａｂｌｅ）などの、ＦＰＣ以外の接続部材を用いてもよい。
【０１１６】
　また、上記実施形態では、アライメントマーク１３とアライメントマーク４１とを同じ
大きさで、かつ、同じ形状に形成した例について示したが、本発明はこれに限らず、アラ
イメントマーク１３とアライメントマーク４１とを、同じ大きさに形成しなくてもよいし
、同じ形状に形成しなくてもよい。例えば、図１０に示した本発明の第１変形例による液
晶表示装置のように、ＴＦＴ基板のアライメントマーク１３ａを、円周形状に形成し、Ｆ
ＰＣのアライメントマーク４１ａを、アライメントマーク１３ａよりも小さい外形を有す
る円形状に形成してもよい。また、例えば、図１１に示した本発明の第２変形例による液
晶表示装置のように、ＴＦＴ基板のアライメントマーク１３ｂを、十字形状に形成し、Ｆ
ＰＣに、正方形状（矩形状）の４つのアライメントマーク４１ｂを形成してもよい。
【０１１７】
　同様に、アライメントマーク１２とアライメントマーク３１とを、同じ大きさに形成し
なくてもよいし、同じ形状に形成しなくてもよい。また、同様に、接続確認用マーク２２
と接続確認用マーク４２とを、同じ大きさに形成しなくてもよいし、同じ形状に形成しな
くてもよい。
【０１１８】
　また、上記実施形態では、ＣＦ基板とＦＰＣとが正常に接続されているか否かを確認す
るための接続確認用マークを設けた例について示したが、本発明はこれに限らず、接続確
認用マークを設けなくてもよい。
【０１１９】
　また、上記実施形態では、ＣＦ基板がタッチパネルとして機能する場合について説明し
たが、本発明はこれに限らず、ＣＦ基板は、タッチパネルとして機能しなくてもよい。
【０１２０】
　また、上記実施形態では、薄膜素子層としてＴＦＴ層を設ける例について説明したが、
本発明はこれに限らず、ＴＦＴ層以外の薄膜素子層を設けてもよい。
【符号の説明】
【０１２１】
　１、１０１　液晶表示装置（表示装置）
　２、１０２　液晶表示パネル（表示パネル）
　１０、１１０　ＴＦＴ基板（第１基板）
　１０ａ、１１０ａ　上面（第１基板の第２基板側の面）
　１３、１３ａ、１３ｂ　アライメントマーク（第１位置決め部）
　２０　ＣＦ基板（第２基板）
　２２　接続確認用マーク
　３０、１３０　ＦＰＣ（第１接続部材）
　４０、１４０　ＦＰＣ（第２接続部材）
　４０ａ、１４０ａ　下面（第２接続部材の第２基板側の面）
　４１、４１ａ、４１ｂ　アライメントマーク（第２位置決め部）
　４２　接続確認用マーク
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　１３１　貫通孔（第１位置決め部）
　１４１　貫通孔（第２位置決め部）

【図１】
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